
報道・制作の一元化を目指して
今回の新社屋におけるシステム構築にあたり、
テレビ静岡 技術局 制作技術センター部長の
市毛義明様は、次のように話しています。
「新社屋では、編集システムとサブシステムを
一元化したいと考え、業者選定の結果、いず
れも提案可能な朋栄に依頼することとなりま
した。また、テロップシステムは以前から
VWSを利用しており、使いやすいこともあり、
更新して継続利用していくことになりました。
いままで使用していたスタッフにもわかり
やすく、使いやすい設備構築ができたと考え
ています。
制作サブは予算の関係から移設となりました
が、報道サブの予備機材を利用し、送出設備
はファイルベースで運用することが可能と
なりました。これは新規で導入した報道サブ
用の送出サーバーを利用し、素材チャンネル
を襷掛け状態で運用することにより実現出来
ました。
回線系は、従来はマスターで受けていました
が、回線素材が増えてきているため、制作技
術系の共有ラック室に大型のルーティング
スイッチャー MFR-8000 を導入しました。
これにより、素材の受け入れや分配などが
柔軟に対応できるようになりました。」

OTC運用でありながら、
柔軟性を持たせたシステム設計
同社技術局制作技術センターの中瀬古浩己様
は、報道サブシステムの構築について、次の
ように話しています。
「以前は、夕方のニュースはマニュアル送出、
それ以外のニュースはOTCでの運用を行なって
いましたが、人員面、運用面を考慮した結果、
夕方のニュースも OTC で運用していく前提
で進めることになりました。『合理性と拡張性
をあわせたサブ』をコンセプトに掲げ、なる
べく従来の運用を変えず、運用面での制限が
出ないように設計しました。具体的には、
OTC ベースの運用においても、細かなスイッ
チングはスイッチャーオペレーターが担当、
送出スタッフが音声コントロールを兼ねる
など、少人数でありながら、いままでと同等
のサブ運用体制を構築することができました。
また、拡張性を持たせたことで、選挙特番
など大型の番組においても従来以上のシステム
が構築できるようになりました。配置も省ス
ペースで、スタッフのコミュニケーションが
とりやすい環境を構築できたと考えていま
す。」
「システム面では、特にエマージェンシー系に
こだわりました。ワンタッチリカバリーを

コンセプトとし、各システムをボタンひとつ
で予備系に切り替えることができます。ただし、
切り替えのためのボタンが多くなってしまい、
トラブルの際にどのボタンを押すべきかを
把握するのが難しくなってしまったので、
実際に機器を操作する記者全体のスキルを
上げて行くことが目標です。」
報道サブシステムは、ビデオスイッチャーと
して HVS-2000、ルーティングスイッチャー
としてMFR-5000 (128x128 構成 )、ワンタッチ
コントローラーに OTC-1000、ビデオ送出
サーバーにはMBP-500VS、テロップ送出サー
バーに VWS-500、モニタリング用のマルチ
ビューワーとして MV-4210 など、数多くの
朋栄製品を導入いただきました。

コミュニケーション系を重視した
音声システム
同技術局制作技術センター部次長の佐野亮様
は、報道サブの音声系システムについて、
以下のように話しています。
「基本は以前のシステムを踏襲して新規システム
を設計したのですが、特に加算式のコミュニ
ケーションシステムなど、連絡系を重視して
設計しました。ミキサーは、小型で快適に
運用できるものとして、CALREC 製を採用し
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納入システム 主な機材構成
＜報道サブシステム＞

●ビデオスイッチャー(3ME 32入力16出力)：HVS-2000／コントロー

ルパネル：HVS-3355OU ( 朋栄 )　●ルーティングスイッチャー

(128×128)：MFR-5000 ( 朋栄 )　●マルチビューワー：

MV-4210×2式 ( 朋栄 )　●テロップ装置：3D-VWS Tri×3式 ( 朋栄 )

●分配器／変換器：USF-1053DDAほか ( 朋栄 )　●フレームシンクロ

ナイザー (2 系統 )：FA-9520×2式 ( 朋栄 )　●フレームシンクロナイ

ザー (5系統 )：FA-505×2式 ( 朋栄 )　●OTC対応オーディオミキサー：

OTC4FD ( 花岡無線電機 )　●オーディオミキサー：brio36 (CALREC)

●メインスピーカー／音卓用スピーカー：8030BPM×4式 

(GENELEC)　●音声システム関連周辺機器：USF-108ADAほか ( 朋栄 )

●TVWS帯ワイヤレスマイクシステム×1式　●インターカムシステム：

Artist64 (RIEDEL)　●ワイヤレスインカムシステム：IN-ME013 ( 特注 ) 

/ 727M ( 谷沢製作所 )　●送り返し装置：RD-207/RD-208 (Catch 

Me)　●OTCシステム：OTC-1000 ( 朋栄 )

＜ファイルベースシステム＞

【報道システム】●インジェスト機：MBP-500VS-P4S1-M4

(4ch/0.7TB) (朋栄 )　●インジェスト端末：MediaConcierge®インジェ

ストセンター×4式 ( 朋栄 )　●インジェスト周辺機材：

USF-1100VEAほか ( 朋栄 )　●マルチビューワー：MV-4210 ( 朋栄 )

●ルーティングスイッチャー (256×256)：MFR-8000 ( 朋栄 )　　

●記者プレビュー端末×2式 ( 朋栄 )　●送出サーバー (8ch/2TB) ：

MBP-500VS-P8S2-M8 ( 朋栄 )　●EMG送出機：XDS-PD1000×2式 

( ソニー )　●送出制御／送出管理端末：

MCS-MBPPL/MCS-MBPOC×2式 ( 朋栄 )

【制作システム】●インジェストエンコーダー機 (4ch/0.7TB)：

MBP-500VS-P4S1-M4 ( 朋栄 )　●インジェスト端末：

MediaConcierge® インジェストセンター×4式 ( 朋栄 )　●インジェス

ト周辺機材：USF-1100VEAほか ( 朋栄 )　●送出サーバー

(8ch/2TB)：MBP-500VS-P8S2-M8 ( 朋栄 )　●EMG送出機：

XDS-PD1000×2式 ( ソニー )　●送出制御／送出管理端末：

MCS-MBPPL/ MCS-MBPOC×2式 ( 朋栄 )

＜共通システム機材＞

●システムサーバー：MediaConcierge® システム ( 朋栄 )　●DBサー

バー現用／予備：MediaConceirge® システム×2式 ( 朋栄 )　●HTML

サーバー 現用／予備：MediaConcierge® システム×2式 ( 朋栄 )　　

●OA送出用ニアラインサーバ (総容量 24TB/12.8TB RAID6)：

MediaConcierge® システム ( 朋栄 )　●ネットワーク機器　●アラーム

監視システム

＜ノンリニア編集設備＞

●編集素材サーバー ( 実容量 176TB RAID6)：K2SANシステム ( グラ

スバレー )

【報道システム】●オンライン編集機：HDWS-4K2 ( グラスバレー )、

HDWS-3GX3 ( グラスバレー )、REXCEED-X2000 G2×5式 ( グラス

バレー )

【制作システム】●オンライン編集機：HDWS-3GX3×2式 ( グラスバ

レー )、REXCEED-X2000 G2×6式 ( グラスバレー )　●オフライン編

集機ラップトップ：REXCEED-X15LT G3×2式 ( グラスバレー )　　

　●効果編集機器：Adobe Premiere CC/EDIUS Pro ほか

＜VWSシステム＞

【デザイン室】●入力機 (背景動画対応 2式 )：3D-VWS Tri×6式 ( 朋栄 )

【報道デスク】●報道デスク確認端末：3D-VWS Tri×4式 ( 朋栄 )

【報道サブ】●入力送出端末：3D-VWS Tri×2式 ( 朋栄 )

【NV室】●入力送出端末：3D-VWS Tri ( 朋栄 )

【制作ノンリニア編集室】●入力送出制御端末：3D-VWS Tri×2式 (朋栄 )

【制作スタジオサブ】●入力送出制御端末：3D-VWS Tri×2式 ( 朋栄 )

【サーバー】●背景動画対応ファイルサーバー兼CGサーバー (NAS)：

3D-VWS Tri ( 朋栄 )

【スタンドアロン機】●VWS入力制御／送出機：3D-VWS Tri ( 朋栄 )

【ラック室】●PREV送出機 (2 系統送出タイプ )：VWS-500 ( 朋栄 )　

●送出機 (2 系統送出タイプ )：VWS-500×2式 ( 朋栄 )　●送出機 (2

系統送出タイプ )：VWS-500×2式 ( 朋栄 )

新社屋外観

ました。OTCミキサーは花岡無線電機製です。
インカムは RIEDEL 製を採用しました。以前
から制作サブ、中継車で使用していたことも
あり、局内全体で柔軟なコミュニケーション
ラインを構築できるようになりました。」

従来の運用フローを踏襲しながら
新規システム構築を実現
同技術局制作技術センターの松下利行様は、
編集、ファイルベースシステム、テロップシス
テムについて、以下のように話しています。
「テレビ静岡では、報道はXDCAM、制作は
P2 とメディアが分かれていたため、まず、
ハウスフォーマットをどうするか、という
課題がありました。今回のシステム構築を
機に、XDCAM HD422 で統一することに
決まりました。また、報道は以前からファイル
ベース運用を行なっていましたが、制作設備
については、オンエアまでのファイル化を
していませんでした。今回の設備更新により、
報道と制作を一緒にファイルベース化する
ことで簡潔にシステム構築できると考え、
取り組みました。報道側は、従来システムの
使い勝手からなるべく外れないように配慮し
ました。なお、編集した素材は送出サーバー
MBP-500VS( 現用・予備 ) に送られますが、
データ転送する際にバックアップ機である
XDCAM Station にも同時にデータをコピー
し、3重のバックアップ体制を構築していま
す。」
「編集機は、報道が 7式、制作は 10式 ( うち
ノートPC 2式 )が配備されています。編集用
のサーバーは、報道と制作で共通のサーバー

を利用していますが、セキュリティはしっかり
と考慮しています。今回導入したファイルベース
システムのMediaConcierge® では、インジェ
ストと同時にプロキシ映像の自動生成も行
なっています。これにより、従来は編集端末
でしか確認できなかった素材が自分のデスク
や出先の記者クラブ等からも確認できるよう
になり、記者の方々からも非常に好評です。」
「テロップシステムVWSは以前から利用して
いますが、今回、最新のシステムに更新しま
した。報道でのテロップ運用は、長編企画もの
は編集時にテロップも入れ込んだ完パケ送出
ですが、それ以外は基本的にサブでの手動スー
パー運用です。テレビ静岡はテロップ出しが
得意なスタッフが多いので、運用面で不安は
ありません。なお、編集端末にはVWS連携
プラグインを導入しているので、編集側から
テロップの編集を行うことも可能です。新たな
機能として、SNS連携オプションを導入し、
Twitter等の書き込みをディレクターがチェック
を入れるだけで送出できる仕組みを導入して
います。また、テロップの送出サーバーである
VWS-500 が、ビデオ送出サーバーの予備機
になっている点も安心です。」

テレビ静岡様では、今回のOTCによる報道
サブシステム構築により、夕方のニュースで
は従来の 8名体制から 5名程度まで減らして
行く方針とのことです。運用の効率化を図り
ながらも、運営スタッフのスキルを生かした
番組制作を実現されています。


